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2016年度 関西大学第一高等学校・第一中学校 学校評価報告書 

 
関西大学第一高等学校 

関西大学第一中学校 

自己点検・評価委員会 

 

１ 本校の概要  

 (１) 沿革 

大正元年８月 

 

 

 

文部省告示を以て社団法人関西大学付属「私立関西甲種商業学校」設

立認可 

大正２年４月  本科３年制として開校 

大正13年４月  「関西大学第二商業高校」設置認可、開校 

昭和４年９月  天六新学舎が竣成し、従前の福島学舎から移転 

昭和19年３月  第二商業高校、戦時学制改革により廃校 

昭和22年４月 

 

 

 

学制改革により関西甲種商業学校在学の１・２・３年をもって「関西

大学第一中学校」を開校 

昭和23年４月  学制改革により「関西大学付属第一高等学校」を開校 

昭和24年３月  関西甲種商業学校第34回（有終）卒業式挙行 

昭和25年12月  旧千里山遊園地を買収、以後関西大学外苑と呼称 

昭和27年９月  校名を「関西大学第一高等学校」と呼称 

昭和28年11月 

 

 

 

関西大学外苑高台に関西大学第一高等学校新校舎落成、天六学舎より

移転 

昭和30年３月  関西大学第一高等学校 第７回卒業式をもって、夜間課程を廃止 

昭和32年11月  関西大学第一高等学校 校舎増築、中学校新校舎工事の落成式を挙行 

昭和36年11月  関西大学第一高等学校 創立50周年記念式典挙行 

昭和52年11月  関西大学第一高等学校 創立30周年（新制）記念式典挙行 

昭和56年３月  関西大学第一高等学校 新校舎落成 

平成７年４月  関西大学第一中学校 共学化 

平成10年３月  関西大学第一中学校 新校舎落成 

平成10年４月  関西大学第一高等学校 共学化 

平成11年２月  関西大学第一中学校・第一高等学校 体育館兼講堂 秀麗館落成 

平成16年１月  関西大学親和館落成 

平成25年８月 

平成25年11月 

 

平成27年２月 

平成27年９月 

平成28年３月 

 

 

関西大学第一高等学校・第一中学校 温水プール落成 

関西大学第一高等学校 創立100周年記念式典挙 

一高一中校舎リニューアル 正門整備 ＩＣＴ教育設備完成 

一高グラウンド人工芝改修 

一中職員室改装 

一中1号館会議室改装 
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(２) 教育理念･教育方針･教育目標 

第一中学校・第一高等学校は「関西大学の併設校として、関西大学の建学の精神を受け継

ぎ、真理に立脚した正義と近代市民の生活に根ざした自由かつ進取な気風を標榜して、心豊か

な、有為な人材を育てることを根本に据える」という教育理念のもと、次のような教育方針並

びに教育目標を掲げ、さらなる向上と充実に向けて、学校教育計画を策定している。 

教育方針「正義を重んじ誠実を貫く」 
① 青少年が内に蔵する無限の可能性を尊重し、これを啓発する。 
② 生徒自身の真の幸福を追求する。 
③ 進取の気性を養い、規律を重んじ、協同の自治と精神を育成する。 

教育目標「知育・徳育・体育の高度に調和した人間教育」 
① 将来につながる基礎的知識を確実に身につける。 
② 集団の中における自己の責任を自覚し、豊かな人間性を育てる。 
③ 自己の健康に留意し、体力の向上をはかる。 

 

２ 今年度の重点目標における取組計画・内容、自己評価及び今後の改善方策 

（１） 重点目標① 基礎学力に加え、幅広い知識を身につけさせる 

達成状況の目安：(◎)大幅達成・(○)達成・(△)未達成・(×)大幅未達成 

取組計画及び評価指標(Plan) 自己評価 

ア 成績不振生徒に対してフォ

ローを行い、基礎学力の向上

を図る。 

【評価指標】 

・ 各定期考査の結果を踏まえ、

５教科を中心に２時間の補

習を年間５回実施する。 

 

 【取組状況(Do)】 

第１学期中間考査、第１学期期末考査、第２学期中間考査、第

２学期期末考査の結果、補習を必要とする者に対して実施すると

共に、自ら希望する者に対しても行った。 

【達成状況(Check)】（○） 

日程的な調整の厳しさはあったが、年間を通じて、高校各学年

平均 292時間、中学各学年平均 168時間の補習を行った。 

【今後の改善方策(Action)】 

定期考査で点をとらせる補習が中心となっており、実力をつけ

る補習については課題が残る面がある。 

イ ＩＣＴ機器の有効活用によ

り、教育効果を高める。 

【評価指標】 

・ 教員対象のＩＣＴ機器利用

研修会を年間 1回開催する。 

自己評価 
 【取組状況(Do)】 

４月９日 14：30～高等学校３階 304 教室（３年 A 組）で利用

研修会を行った。新任の先生方を含め約 20 名の先生方の参加が

あった。業者によるデモンストレーションも行われた。 
【達成状況(Check)】（◎or○or△or×）〇 

研修会では電子黒板の利用方法の他、情報化教室の使用方法、

PC や視聴覚機器を使用した授業の説明が行われ、有意義な研修

会となった。 

【今後の改善方策(Action)】 

継続して研修会を実施していきたい。 
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（２）重点目標②：次世代社会のリーダーとしての豊かな人間性の育成 

取組計画及び評価指標(Plan) 自己評価 
ア マナーやモラル向上のための

指導を行い、規範意識を高め

る。 

【評価指標】 

・ 規範意識を高める集会を年間

３回実施する。 

 

 【取組状況(Do)】 

（中学・高校）各学期の始業式・終業式の際に、生徒全員に対

して生活指導主任より、電車内のマナー・並びに服装マナーなど

について、例を交えて講和した。また、学年ごとに学年集会の際

に、学年の生活指導部を中心に指導を行った。 

【達成状況(Check)】 

（中学・高校）（◎）集会としては各学期の始業式と終業式に

合わせて５回実施した。 

（中学・高校）（◎）４月当初は、新入生が電車内のマナーに

関して無関心であった関係で、一般乗客からのクレームがメール

や電話で頻繁に入っていたが、指導の甲斐あって２学期以降激減

した。 

【今後の改善方策(Action)】 

（中・高）今後は、新入生に対して合格者登校日など、入学前

に指導できる機会を設けたい。 

イ 生徒が心身ともに健康的な学

校生活を送れるように支援体

制を整える。 

【評価指標】 

・ 防犯教室や熱中症対策講習会

などの研修会を年間４回実施

する。 

自己評価 

 【取組状況(Do)】 

定期健康診断の実施とデータを踏まえ、保健室と連携をとりな

がら指導を行った。４月の新入生オリエンテーションにおいて

「防犯教室」「防災教室」を行い、５月には中学 1年生に、６月

には高校１年生に対して熱中症対策講習会を開いた。また、教員

が生徒の緊急時に対応できるよう、５月に新任の先生を対象に、

７月は消防署員による救急救命講習会を、10月には養護教諭によ

る教員対象の救急処置について実践形式での講習会を２回開催

した。 

ウ 教科研究会等を積極的に行

い、個々の教員の授業力向上

を図る。 

【評価指標】 

・ 各教科で公開授業や教科研究

会を年間３回開催する。 

 

自己評価 
 【取組状況(Do)】 

３回（４、５、10月）の公開授業と各教科で研究授業を行っ

た。 

【達成状況(Check)】（○） 

公開授業は１、２年生の保護者を中心に多くの参加者があっ

た。また、年間１回程度の教科研究会が行われた。 

【今後の改善方策(Action)】 

公開授業では、全学年で出来るだけ多くの保護者の参加を呼び

かける。研究授業は、回数だけでなく研修内容の向上を図る。 
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【達成状況(Check)】（◎） 

生徒対象の防犯教室を中高合同で１回と、熱中症対策講習会を

中高それぞれ１回ずつと、教員対象の講習会を４回実施した。 

【今後の改善方策(Action)】 

今後も生徒に対して健康的に学校生活を送ることができるよ

うに、また、教員に対しては生徒の安全な学校生活を支援できる

ように講習会などを工夫しながら開催していきたい。 

ウ 安全、安心な学校行事の活動

内容の点検を行い、問題点を

洗い出して更なる改善を行

う。  

【評価指標】 

・ 各行事の反省会を１回実施す

る。 

  

自己評価 

 【取組状況(Do)】 

（中学）球技大会・体育大会・合唱コンクールの終了後、反省

会を実施した。 

（高校）体育祭・関一祭ともに、行事終了後に生徒会と生活指

導部、ならびに、生徒会と関係教員全員の反省会を行なった。 

【達成状況(Check)】（◎） 

（中学）問題点・次年度への課題があげられた。 

（高校）不審者対策に関して、入場者の制限を加えるかどうか、

チアリーディングの演舞の時間帯の変更など、具体案がたくさん

出た。 

【今後の改善方策(Action)】 

（中学）今後も継続して行ないたい。 

（高校）魅力ある行事が安全に実施できるように、入場者制限

や、教員による見回りの増加などの対策を行う。 

エ 関西大学併設校にふさわしい

教育環境を整える。 

【評価指標】 

・ 関西大学と教育環境を考える

協議会を年間５回開催する。 

  

自己評価 

 【取組状況(Do)】 

関西大学への内部進学に関する事項、学力向上策等に関して接

続専門・運営専門委員会、合わせて年間７回行った。 

【達成状況(Check)】（◎） 

運営専門委員会は５月 17日、９月 13日の２回開催され、接続

専門委員会は都合５回開催された。 

【今後の改善方策(Action)】 

関西大学への内部進学に関する事項、学力向上策のみならず、

施設面の充実に関する事項の話し合いも持ちたい。 
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重点目標③：学校と家庭が連携し、更なる協力体制を確立する。  

取組計画及び評価指標(Plan) 自己評価 

ア 成績懇談会及び三者懇談会を

効果的に実施して、家庭との

連携を図る。  

【評価指標】 

・ 保護者との懇談会を年間２

回実施する。 

 

 【取組状況(Do)】 

学級懇談会を１回、中間考査後に成績懇談会を２回、個別・三

者懇談を最低１回行った。 

【達成状況(Check)】（◎） 

各学年とも、６月上旬に実施された成績懇談会を始め、夏季休

暇前の３者懇談等で生徒・保護者との情報交換をしっかり行っ

た。 

【今後の改善方策(Action)】 

毎年上記の回数を実施する。 

オ 関西大学との積極的な連携に

より、各種セミナーや学部説

明会への参加を奨励し、早期

に進路について考える機会を

与える。 

【評価指標】 

・ 大学との連携プログラムを年

間５種類以上準備し、一人で

も多くの生徒に参加させる。 

  

自己評価 

 【取組状況(Do)】 

積極的にセミナーに参加するように、進路指導部便りを発行し

た。関西大学、企業、一高 OB・OGを招き、志望学部や将来像を

考えさせる機会を設定した。 

【達成状況(Check)】（○） 

のべ 279名の生徒が各種セミナーに参加した。特に、長期にわ

たる 15 回の 15 セミナーにのべ 53 名、５回シリーズのネックレ

スセミナーにのべ 62 名、他に各学部独自で開催されたセミナー

にも多くの生徒が参加し、予定通り５種類以上の連携プログラム

が実施され、大学の学びに触れることができた。 

【今後の改善方策(Action)】 

現在は併設校３校を対象としたセミナーがのべ、17セミナー実

施されているが、今後は一高生のみを対象としたセミナーの数を

増やしていきたい。 

カ 生徒一人一人の人権が尊重さ

れた学校運営を行う。 

【評価指標】 

・ 各部と連携し、年間１回以上

の全教員を対象とした人権教

育に関わる研修会を行う。 

自己評価 

 【取組状況(Do)】 

中高人権教育部で研修会を企画した。６月 29日「コスモスダ

イヤルから見えてくるもの（私学人研 川西寿美子先生）という

内容で研修会を行った。私学の抱える問題点やその対処法につい

て教えていただいた。 

【達成状況(Check)】（◎） 

教員の約 80％が出席し、意識して取り組んでいることがうかが

える。 

【今後の改善方策(Action)】 

他の校務等で出席できなかった教員に対しても研修内容を周

知徹底する。 
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重点目標④：今後の社会で通用する人間力を持つ受験生の確保。 

取組計画及び評価指標(Plan) 自己評価 

ア 入試委員会で入試制度を検討

する。  

【評価指標】 

・ 入試制度を検討するための

入試委員会を年間３回実施

する。 

 

 【取組状況(Do)】 

事前２回、事後反省会１回の入試委員会で、入試制度の検討を

行った。 

【達成状況(Check)】（○） 

専願Ｃを専願Ａから分離し、受験生にとってわかりやすい制度

の構築につとめた。 

【今後の改善方策(Action)】 

「今後の社会」「人間力」など、抽象的な目標ではなく、「不

本意入学を減らす」「英語を学習したい」など、具体的な生徒像

をもとに、目標を見直すことについて、今後検討したい。 

 

３ アンケートの実施状況について 

今年度の活動方針について、関西大学自己点検･評価委員会の第１回併設校部門委員会（2016

年５月 18日開催）にて、各併設校間で意見調整がなされた。 

本校の「学校評価（自己評価）」は、①自己点検・評価の内容や方法、②スケジュールにつ

いては、概ね昨年度を踏襲することになった。「教員への自己点検・評価アンケート」と共に、

「生徒アンケート」・「保護者アンケート」は、中学生・高校生の全生徒・全保護者に行った。

本校独自の評価項目については、昨年度の同評価及び改善方法等を検討し、本年度の教育活動

を点検した上で、本校「自己点検・評価委員会作業部会」で整理し、11 月 22 日の本校「自己

点検・学校評価委員会」において、承認を得た。 

「教員への自己点検・評価アンケート」は、12月５日にアンケート本文およびマークカード

を専任教諭へ配付し、当日に回収した。有効回答は 71件（回収率 83.5％）であった。 

「生徒アンケート」は、高校生及び中学生とも 12 月６日にホームルーム教室で実施し、即

日回収した。有効回答は高校生 30クラス・1183 件(99.2％)、中学生 18クラス・712件(98.4％)

であった。 

「保護者アンケート」は、高校、中学とも 12 月６日に生徒に配布し持ち帰らせ、それぞれ

12月 10日を期限として生徒に持参させた。有効回答は、高校保護者 961件（回収率 80.6％）、

中学校保護者 663 件（回収率 92.6％）であった。 

 

４ アンケート結果の分析 

実施対象別のアンケート結果をもとに以下のように分析した。（A：あてはまる B：ややあ

てはまる C：あまりあてはまらない D：あてはまらない） 
（１）  学校生活全般に対して 

ア 学校のイメージ 

今年度も、昨年度の結果と同様、学校生活が楽しいと感じている生徒は中学 96％・高

校 87％と多く、この学校に入学して良かったと思う生徒は中学 96％・高校 82％を占め
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た。保護者の満足度も中高とも 90％を超えている。 

高校生の回答が中学生ほど高くないのは若干気になるところであるが、生徒、保護者

共に概ね本校での生活に満足していることは間違いないようである。円滑な友人関係の

構築、充実した部活動等学校生活が順調に送れている証拠と見られ、評価すべき結果で

ある。 

ただ、昨年度と同様、「入学前に描いたイメージ通りの学校でしたか？」と言う質問

に対する、高校生の満足度が低いことが大いに気にかかる点である。中学生では 80％近

くが肯定的な回答であるのに対して、高校生では 50％強しか肯定的な回答をしていない。

この入学前と入学後のイメージのギャップがどのような点にあるのかをさらに調査す

る必要があると思われる。入学前に学校説明会等で聞いた「のびのびとした学校生活」

を過大評価しすぎ、学習面における現実の厳しさに戸惑う結果ではないだろうか。 

 

（２） 学校運営について 

ア 私学の独自性 

保護者が本校の教育方針を良く理解してくれていることは、評価すべきことである。

中高共に保護者の 90％以上が理解しているとの回答である。それに対し、中学生で約

80％、高校生で約 70％しか理解していないのは少々残念な結果である。やはり、保護者

にとっては自分の子供の受験校を決定する際、その学校の教育方針が志望校決定の重要

なファクターとなっており、入学前から本校の教育方針はある程度理解されていたこと

がこのような結果に繋がったのではないかと思われる。今後は、本校の教育の根幹をな

すこの教育方針をもっと生徒達にも浸透させ、生徒自らが本校の教育方針を念頭に置き

ながら学校生活を送るよう指導していかなければならないと考える。 

 

（３）教育内容・生徒支援について 

ア 危機管理 

事故・事件・災害発生時の対処方法については、毎年実施される避難訓練、防犯教室

の開催が役立ち、中学生で 95％、高校生で 81％の生徒が理解できている。保護者にお

いても、それに関する話題が家庭内でも出ているようで、認知度は生徒同様に高い結果

となっている。また、本校生徒は電車、バス等の公共交通機関を利用し通学している生

徒が多いので、それだけ通学時のトラブルに遭遇する可能性が高いと思われるので、対

処方法を継続して指導していく必要がある。そして、校内での災害発生時に対する適切

な対応を、もう一度徹底し、今後予想される災害に備えた体制づくりが必要である。 

 

イ 知育(中学) 

[学力向上の取組]について、中学生は各学年とも 75％を超えるものが「あてはまる」

と回答。保護者については、約 70％の方が「あてはまる」と回答しているが、残り 30％

の方は、もう少し学力向上に努力してほしいと望まれているので、学校側も更なる工夫

をしなければならない。基礎学力の定着という共通認識を全教員が持って取り組もうと

考えている。 
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[学習施設・設備の充実]について、50％強の教員は本校の施設や設備に満足しておら

ず、改善の余地があると回答している。具体的には、校舎の老朽化や部活動場所の不足

等が該当のポイントになるのであろう。 

それに対して、生徒・保護者は設備・施設面に対しては、おおむね満足しているよう

である。それは、各教室に設置されている電子黒板の利用や冷暖房の完備、体育の授業

や部活動で使用しているグランドの人工芝や温水プールの利用が満足度を上げているよ

うに思われる。 

ただ、現在の中高生の部活動への入部率の高さや、部活動の数を考慮すると、活動場

所が足りないので、改善していく必要がある。 

 

[学力不足生徒へのフォロー]について、中学生は 80％以上の生徒がフォローに満足し

ているが、保護者は約 70％の方が満足していると回答している。この差は、生徒にとっ

ては課題等が期限までに提出されていない、または、授業中に実施される小テストが合

格点に達していない場合などは、日頃から放課後に個別にきめ細かく指導を行っている

ことがこのような結果に繋がっていると思われる。保護者の立場にたつと、現状より課

題をもっと多く課して、生徒自身の家庭学習の時間を確保してほしいという願いがある

ように推測される。 

 

[勉強や学校生活について、先生に質問や相談ができる雰囲気でしたか。］について、

中学生の 80％以上の生徒は環境づくりができていると答え、保護者は約 70％の方ができ

ていると回答している。また、教員は 80％強の教員は環境づくりができていると回答し

ているので、積極的に機会を利用して、質問や相談に足を運んでほしいと思う。 

 

知育（高校） 

今年度は、知育に大きく関係する「図書室の利用のしやすさ」と「電子黒板での授業

内容の理解度」の二つの項目を加えて分析を行った。 

[学力向上への取り組み] 

2015年度と比較して、生徒・保護者では A・B合計で 65％前後で大きく変化していな

いが、教員では 77％から 58％へ大きく変化した。この結果は、研修体制の充実のアンケ

ート結果と一致している点から考えると、探究型学習などの新しい学力観に対する研修

の必要性と対応が十分行われていない結果と思われる。 

 

[学習施設・設備の充実度] 

設備面全般として、生徒・保護者とも A・B 合計で 70％を越える結果になった。人工

芝・温水プール・秀麗館エアコンの設置という点から、高い数字が出ていると思われる。

2017 年度は秀麗館 B２エアコンの設置で、部活動での夏の熱中症対策等の安全面の向上

とオールシーズンで快適な学年集会等の活動に利用が期待される。図書室の利用のしや

すさは、生徒・保護者とも A・B 合計で 80％を越える結果であった。図書室内のレイア
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ウトの工夫から、休み時間・授業・放課後の学習など幅広い時間帯で活用しやすくなっ

たと思われる。設置から定期考査前に非常に利用頻度が高くなった設備として、職員室

横のカウンター（間じきることでエアコンによって快適な環境）がある。先生に質問の

しやすい利点から、アンケート項目の「先生に質問できる関係・雰囲気」で生徒・保護

者とも A・B 合計で 70％を越える結果に表れていると思われる。電子黒板と授業の理解

度では、生徒・保護者とも A・B 合計で 76％を越える高い結果となった。中学校と比較

して高校のデジタル教科書の充実度は十分でなく、先生方の独自に工夫された教材が活

かされた結果だと思われる。高校３年だけが 64％の低い結果になったのは、大学受験対

策としての演習授業の影響が出ているものと思われる。教員と生徒・保護者の A・B合計

が大きく違った項目として、部活動の施設設備の充実がある。生徒・保護者 A・B 合計

74％を越えたのに対し、教員は 39％という違いの原因として、生徒・保護者は人工芝や

温水プールなどの目立つ設備に関心が高くなり、指導する教員の立場では活動場所の少

なさ・スペースの狭さ・トレーニングルームの機材の数と内容面などの問題点が影響し

た結果の表れだと思われる。部活動に対する生徒・保護者の関心と入部率の高さから考

え、今後も改善の必要性を強く感じた。     

 

[学力不足の生徒のフォロー] 

2016年度だけ A・B合計が高１、２学年では 70％代に対して高３学年 57％と大きく落

ち込んでいる原因として、高１、２学年では、定期考査の成績下位者に対して定期的な

補習があるのに対して、高３学年では、希望者を中心とした補習のため、フォローに対

する印象が小さくなっていると思われる。保護者に対する C・D 合計は、2015 年度に引

き続き全体で 30％を越える高い数字になっている。高校３年間の成績が大学進学のデー

ターになることから、習熟度の遅れた生徒に対して、補習回数、時期、内容を適切に改

善することできめ細かなフォローを行っていく。 

 

ウ 徳育 

[生徒のマナー意識やモラル向上の取り組み]について、集会で電車のマナーや食堂の

マナーなどの向上を呼び掛け、生徒自身がマナーの大切さを考える機会を多く持てるよ

うに心がけた。その結果、中学・高校の保護者、中学生ともに A・B 回答の合計が 80％

を超え、評価は高いものとなっている。公共の場と私的な場での過ごし方の違いをしっ

かりと認識し、皆が気持ちよく過ごすことの出来るマナーを身に付けられるように、我々

教員の指導力の向上が必要であると考える。 

 

[いじめや不正防止の取り組み]について、授業や人権ホームルームなどでいじめ防

止・不正防止の啓発に努め、学校生活全般において生徒たちの様子をよく観察し、早期

発見・早期対応に心がけた。その結果、保護者では中学・高校ともに A・B回答の合計が

80％を超え、生徒 と も 70%以上と評価は高いものとなっているが、昨年と比べると中学

生・高校生の A・B回答の合計が低くなっている。（中学校：91→84％、高校：82→74％）。

いじめのアンケートでは、未だ「いじめられる方にも問題がある」と答えている生徒が
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いるので、今後もそれらの生徒たちの意識を変える努力を続けていく必要がある。 

 

[人権に対する配慮の取り組み]について、今年度は「コスモスダイヤルから見えてく

ること～事例から学ぶより良い生徒の対応～」というテーマで教員研修会を行った。相

談ダイヤルにかけられる事例をもとに、どんな時にどんな対応をするべきかを具体的に

考えた。生徒の安心・安全を確保し、その上でよりよい指導ができるよう心掛けていか

なければならない。 

 

エ 体育 

［基本的な生活習慣や健康な身体づくり］等の指導については、保護者・生徒・教員

の A・B回答の合計が 83～96%となっており高く評価している。保健体育科の正課授業は

もちろんのこと、部活動についても一定の評価を得ていると考えて良い。 

 

［部活動の施設・設備の充実度］については、保護者・生徒からは A・B 回答の合計

が 74～82%と概ね高評価を得ている。しかしながら、狭小な校地に多くの部活動が活動

せざるを得ないため、不満をもつ保護者・生徒の存在があることも忘れてはならない。

指導に当たる教員としては、少しでも好ましい環境で活動させたい気持ちが A・B回答の

合計の 39％に表れており、施設・設備の整備・拡充を求める声が多いと考える。 

 

オ 学校生活 

学校行事への企画・運営に関して、生徒会を中心に各委員会が熱心に、組織的に取り

組んでおり、それを受けて、各クラスの学級活動においても協力的かつ積極的な取り組 

みが見られている。教員側もその生徒達の主体的な活動に対して A・B回答の合計が 90％

と非常に高い結果であり、総括的・俯瞰的な立場から生徒を助言・指導するという連携

が長年にわたり蓄積され、よき伝統として定着している。近年、学校行事への保護者の

来校・参観者数も増加の傾向が続き、子ども達の活動への関心の高さがうかがえる。６

月の体育祭、９月の関一祭では高校３年生が中心となって活動している点から、高校３

年生の生徒アンケートの A・B 回答の合計が 91％と非常に高い結果となるのもうなずけ

る。下級生もその様子を見ており、次年度にむけて意識も熟成されていくのであろう。 

宿泊研修では、入学間もない時期に実施し、仲間作りや高校生活への適応を目指す「研

修」内容から、あまり「楽しい」というイメージではないため実施学年 A・B回答の合計

が 82％となったものと思われる。修学旅行では、逆に「楽しむ」「体験する」「共感する」

内容が準備されており、修学旅行後の３年 A・B 回答の合計が 90％と非常に高い結果と

なったものと思われる。 

保護者の回答も 88％と同じような傾向があることから、ご子女の感想や学校ＨＰの 

記事などから充実した内容を理解されているようである。 

高校での古典芸能鑑賞、中学での芸術鑑賞・美術鑑賞教室では、「本物」の鑑賞と高い

芸術性を目指していることから、生徒・保護者においても A・B回答の合計が例年と同じ

く 94％と高い結果を維持している。本年度、中学で実施した芸術鑑賞は、劇団四季のミ
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ュージカル「キャッツ」であり、生徒・保護者もかなり満足されたようであった。 

 校外学習については、高校は生徒達の主体的な企画による、訪問・見学地であるため、

非常に高い結果となっている。一方、中学では学年別に、自然・環境・社会（平和）学

習を組み合わせたものであり、三年間全体を通じて体験・学習し、学年毎の指導目標と

関連されている点を考慮すると、A・B 回答の合計が保護者 90％、生徒 89％となってい

ることもうなずける。ただ、校外授業は短縮授業期間中の真夏や真冬あるいは春浅い時

期に実施される場合が多く、多数の生徒を校外に引率し、安全面や一般の方に迷惑をか

けないようにするなどいろいろ緊張を強いられるため、教員の A・B回答の合計が 71％、

C 回答 25％となることから、中学生を校外に引率するという負担が、教員には思いのほ

か大きいものであるということが保護者にも理解していただけるのではないか。 

勉強や学校生活に対して、先生への質問・相談ができる雰囲気・環境を作っているか

については、教員側は A・B 回答の合計が 88％と高い結果であるのに対し、中学生の保

護者は A・B回答の合計が 71％の結果、高校生の保護者は A・B回答の合計が 76％の結果

となる。高校では、上級生になるほど学習面での質問や相談回数も増すが、中学生の段

階ではなかなか敷居が高く職員室には入りにくいのかもしれない。職員室横の学習コー

ナーの利用も環境が整備されて、高校生は積極的であるが、中学校ではむしろ居残り学

習をさせられているように、他から見られるイメージがあるからではないかと思われる。

さらに生徒達がより積極的に利用できるようにしたい。 

 

カ 学校間連携 

中高大の連携事業の実践について、中学校では A・B回答の合計が 72％の結果となり、

中学生・保護者は、B 回答が多い。なかなか関西大学との連携事業の内容がわかりにく

いようである。工夫を重ねねばならない。 

高校では全学年 A・B回答の合計が 82％と非常に高い結果となる。進路指導部から各

種高大連携セミナーへの案内や関西大学のＰＲが積極的にされており、生徒達の興味・

関心は高いようである。ただ、部活動と重複したりして参加の条件にかなわず、断念し

ているという声も耳にする。 

進路情報の提供については、教員側の A・B回答の合計が 76％となるのに対して、 高

校生、中学生・保護者の A・B 回答の合計が 58％とかなり低いことから、提供する側と

受容する側との意識に差があるのかもしれない。提供する側としては、必要な情報や具

体的な数値に見合った情報を絞り込んでいるが、もっと情報の幅を広げるべきである。 

関西大学にない他大学の進学（医歯薬学、看護系）への情報ももっと早い段階からの

提供を希望する声があらわれたものであろうか。 いずれにしても、基礎学力をしっかり

と身につけるとともに、関西大学の各分野への興味・関心を高めたい。 

 

キ カウンセリング 

[カウンセリング体制]について 高校生の A・B 回答が保護者や中学生と比べるとや

や低い結果となっている。年齢的に、相談せずに自分で解決することや友人に相談する

ことが多くなっていることが考えられるが、この結果を真摯に受け止め、普段から声か
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けをするなどしてより相談しやすい雰囲気を作ることが大切であると考える。 

                                      

（４）研修 

ア 教員研修 

「工夫された授業や面白い実験が取り入れられているか」という質問で、生徒の A・B

合計が中学校で 83％に対して高校は 57％と違いがあった。中学校で行っている「総合的

な学習の時間」に取り組んでいる各自でテーマを選んでの探究型の学習による効果が出

ていると思われる。高校では、系統的な取り組みがなく、各教科での取り組みになって

いるのでアンケート結果に反映されにくいと思われる。また、教員での校内外の研修体

制の充実に関して、2015年度の A・B合計 78％から 60％に大きくダウンした。ICTの効

果的活用や問題解決的な探究学習に対するスキルアップのために改善が求められると思

われる。 

 

５ 学校関係者評価委員会からの評価結果 

平成29年３月17日、第一高等学校第一中学校景風館にて学校関係者評価委員会が行われた。 

  別紙資料（報告書及びアンケート調査結果）に基づき、学校長より、本年度の自己点検･学

校評価の概略が説明された。次に、保護者・生徒アンケートの結果をもとに、本年度の重点目

標に対する評価をいただいた。 

 

（１） 自己評価の結果を受けて 

重点目標 ① 基礎学力に加え、幅広い知識を身につけさせる 

平素から、基礎学力、幅広い知識の習得に尽力いただいているが、今回の自己点検・評価

保護者向けアンケート Q６「学校の学力向上のための組織的な取り組み」に関して、中学、

高校ともに肯定的な回答が 60％台にとどまっているのが少し気になる。さらに、保護者向け

アンケート Q９「スローラーナーに対するフォロー」についても肯定的な回答が 60％台とな

っている。大半の保護者は、授業での遅れに対する早い段階でのフォローを希望しているよ

うであり、学校側のフォローがまだ十分であるとは感じていないようである。また、生徒向

けアンケート Q６「自らの学力の向上」について、肯定的な意見は、中学生が 81％であるの

に対して、高校生が 64％と、中学、高校間で大きな開きがある。高校生の学習内容の難しさ

がこのような結果となっているのだろうか。今後一層、生徒自らが積極的に勉学に取り組も

うとするような、興味関心を持てる授業の工夫と合わせ、生徒たちが持つ高い潜在能力を引

き出し、伸ばす教育をお願いしたい。 

また、教科学習だけでなく、社会で活躍できる人材育成のためのキャリア教育にも取り組

んでいただいているようだが、例年、12月に実施されるキャリアガイダンスは、生徒たちの

今後の進路選択に大いに役立っていると思われるので今後も継続していただきたい。 

 
重点目標 ② 次世代社会のリーダーとしての豊かな人間性の育成 

保護者向けアンケート Q11「マナー、モラルの向上」について、中学、高校ともに 80％以

上が肯定的な回答をしている。平素から、礼儀、言葉遣い、時間厳守等を部活動や学校行事
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を通じて細かく指導されている結果であると思われる。また、生徒アンケートでは、中学生

の 82%、高校生の 68％が、昨年よりも規範意識が高まったと回答している。特に中学生は、

小学校時代には特に注意されなかったことが、中学では注意される機会が増えたからかもし

れない。特にマナー、モラル面に関しては社会人ともなれば大変重要なこととなるので、今

後とも継続して指導をお願いしたい。また、Q12、Q13は人権に関する質問である。Q12の校

内でのいじめに関して、中学、高校とも保護者は 80％以上が本校の姿勢に賛同してくれて

いることが分かる。また、生徒についても中学生が 84％、高校生は 74％が本校の姿勢に肯

定的である。中学生と比較し、高校生の割合が少し低いので、今後も人権部を中心に、いじ

めに関するアンケート等を有効活用して、いじめ防止の指導を徹底してもらいたい。 

保護者は、豊かな人間性を育成するために実施されている宿泊行事や校外学習が生徒たち

の情操教育に大変役立っていると感じている。各学年で実施されている宿泊行事に対する満

足度は、生徒、保護者ともに大変高くなっており、今後は一層、充実した内容になるよう、

前年度の反省を生かしながらよりよい宿泊行事になるよう工夫をしてもらいたい。また、日

帰りの校外学習も生徒たちの興味、関心を引き出す有効なものとなっており、保護者も子供

たちの反応に十分満足している。校内で実施される、各種学校行事についても、クラス内の

みならず、学年を通じた連帯感の醸成に役立っている。保護者、生徒ともに満足度は高い。

ただ、中学校に文化祭がないのは残念な気がする。今後、高校、中学共催というような形で

もよいので中学生が文化祭に参加できるようになれば一層盛り上がるのではないだろうか。 

 

重点目標 ③ 学校と家庭が連携し、更なる協力体制を確立する。 

生徒、保護者アンケート Q23にあるように、保護者、生徒、教員いずれもが学校生活で生

じる悩みについての相談体制やカウンセリング体制は整っていると肯定的である。本校のカ

ウンセラーは生徒、保護者の悩みを真剣に受け止めてくれ、親身になって相談に乗ってくれ

るカウンセラーとして、評判が高い。もちろん、カウンセラーだけでなく、担任、学年スタ

ッフ等も協力の上、保護者や子供の悩みが一日も早く解消されるようご協力をお願いしたい。 

生徒、保護者アンケート Q10「学校と保護者間での連絡、懇談」では、80％弱の保護者が

緊密に行われていると感じている。それに対し、教員アンケートでは 90％が緊密に行われ

ていると回答している。学校としては、成績懇談会、夏季休業中の３者面談、保護者との懇

親会等、保護者との意見交換の場は十分あると認識しているが、保護者の意識としては、一

層学校側と意見交換をする場を設定してもらいたいという気持ちがあるのだろう。 

高校生徒、保護者アンケート Q22「他大学進学に関する情報提供」では、58％しか肯定的

な回答がない。本校が関西大学の併設校ではあるものの、生徒の進路に関する要望に十分応

えられるよう協力していただきたい。 

保護者向けアンケート Q25「ホームページの活用」について、本校のホームページが有効

に活用されていない面がある。中学の保護者で約 50％、高校の保護者は約 40％しか活用し

ていない。記事の更新をまめに行い、魅力あるホームページとなれば閲覧者も増えると思わ

れる。また、本校の保護者だけでなく、受験生の保護者にとっても魅力あるものにしなけれ

ばならない。 
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【学校関係者評価委員会委員名簿】 
氏  名 所属及び役職 

石 橋 章 市 朗 関西大学法学部教授  ※評価結果とりまとめ執筆者 

村 上    康 司 関西大学第一高等学校教育後援会会長 

山 本    雅 英 関西大学第一中学校 PTA 会長 

野 木    万 也 学校長 

三 ツ 石  悦 久 教頭(第一高等学校)※オブザーバー 

蔭 地    陽 介 教頭(第一中学校)※オブザーバー 

 

６ 校長の意見書 

関西大学第一高等学校・第一中学校 

校長 野木 万也 

【本校の独自性】 
 本校では創立以来、関西大学の併設校としての特色ある教育を行ってきた。他の私学では難関

国公立大学進学を標榜し、勉学偏重の教育を行っている学校が多いのに対し、本校では、「正義

を重んじ、誠実を貫く」を教育方針とし、余裕を持って自らが取り組みたいことに積極的に取り

組める環境を準備し、勉強のみならず、部活動や生徒会活動を通じて人間力を養う教育を行って

いる。今後、ＩＴ化、グローバル化が一層進むことが予想される現代社会の中で、立派な社会人

として通用する人間を育成することに主眼を置き、教員が一丸となって生徒指導にあたっている。 
 
【学校に対する満足度について】 
アンケート結果を見る限り、生徒、保護者ともに本校での学校生活に満足してくれているよう

である。勉強ばかりに追い立てられることなく、部活動にも積極的に取り組み、親しい友人と楽

しい学校生活が送れている証拠であろう。ただ、入学前に抱いたイメージと少し異なっていると

いう回答が若干あることについては、その原因がどこにあるのか、もう少し踏み込んだ調査の必

要があると思われる。 
 
【学力向上について】 
 昨年のアンケート結果と同様、生徒、保護者の一部がスローラーナーに対するフォローを希望

している結果となった。本校としては、外部評価委員からのご指摘及び昨年のアンケート結果を

踏まえ、補習授業等きめ細かい指導を行ったつもりであるが、成績不振者にとってはまだまだ不

十分であるという意識があるのであろう。今後はこれらの結果を踏まえ、一層きめ細かい指導を

行っていかなければならいないと考えている。ただ、補習にも二種類あり、定期テストの点数を

上げるための補習と外部テスト等実力をつけるための補習があるが、特に高 3 生には大学進学

を踏まえ、実力テストに対応できる補習を重点的に行っていきたい。 
 
【他大学進学に関する情報提供について】 
 他大学への進学情報が十分に提供されていないとの回答が多いことについて、大半の生徒が関
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西大学に進学する現状を踏まえるとある程度いたしかたのないことであるのかもしれないが、他

大学進学を考える生徒に対しても、できる限り情報提供を行い、生徒の進路希望が実現するよう

に進路指導部を中心とした手助けを行っていきたい。 
 
【ホームページの活用に関して】 
 本校ホームページが生徒、保護者に十分活用されていない現状がある。確かにホームページの

管理が十分とは言えず、長期間更新されないままになっている部分がある。ホームページは本校

生徒、保護者だけではなく、本校を志望する生徒や保護者にも閲覧され、本校イメージを左右す

る面があるので一日も早く改善に取り組まなければならないと考えている。今後は事務室とも連

携し、最新の情報がアップできる体制を整えなければならない。 
 
【施設に関して】 
 施設に関し、生徒・保護者の感想と教員の感想とで大きなずれがある。生徒保護者には満足さ

れているようであるが、実際に部活動等を指導する教員の立場では、日常的に活動場所の不足、

建物の老朽化が問題と感じられているようだ。今後も法人に対する働きかけを継続し、改善を行

いたいと考えている。 
 
【最後に】 
 学校評価アンケートは概ね問題なしという結果となり、安堵している。しかし、項目によって

は生徒、保護者、教員から改善の余地を指摘されていることもあり、それらの意見に対して真摯

に取り組まなければならないと考えている。今後は一つ一つの問題に地道に取り組み、よりよい

学校生活を提供できるように取り組んでいきたい。 
 

7 アンケート結果 

  資料 1  2016年度 学校評価（教員_自己点検）集計結果表 

   資料 2-1 2016年度 学校評価（保護者：高校）集計結果表 

   資料 2-2 同上（対象：高校３年生保護者）集計結果表 

   資料 2-3 同上（対象：高校２年生保護者）集計結果表 

   資料 2-4 同上（対象：高校１年生保護者）集計結果表 

   資料 3-1 2016年度 学校評価（保護者：中学校）集計結果表 

   資料 3-2 同上（対象：中学３年生保護者）集計結果表 

   資料 3-3 同上（対象：中学２年生保護者）集計結果表 

   資料 3-4 同上（対象：中学１年生保護者）集計結果表 

  資料 4-1 2016年度 学校評価（高校生徒）集計結果表 

  資料 4-2 同上（対象：高校３年生）集計結果表 

  資料 4-3 同上（対象：高校２年生）集計結果表 

  資料 4-4 同上（対象：高校１年生）集計結果表 

資料 5-1 2016年度 学校評価（中学校生徒）集計結果表 

資料 5-2 同上（対象：中学３年生）集計結果表 
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資料 5-3 同上（対象：中学２年生）集計結果表 

資料 5-4 同上（対象：中学１年生）集計結果表 

以 上 
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